
Ⅳ 船長の職業意識  2， b調査   

b調査は，船長の資質能力に関するもので，  

健康。体格体力．感覚知覚力．運動能力．知能。  

知的能力．情意．性格．人物人柄匿ついて，  

62項目よりなる賀問紙を用意した。   

これを，船長協会々員のうち，昭和44年に  

各海運会社の部課長であった人びと70名を選   

んで送カ，つぎのよう夜襲領で評価してもらっ   

た。   

62塊目の身体的∴楕神的特質について，  

般企業の三ドル．マネ三∵メントにくらべて，船  

長の方が優れた能力を要すると′吸われる項目，  

逆に船長の方がそれはど必要覆いと思われる項   

目のチ］［ツク。  

船長の方が優れて必饗夜特質を要する行動場   

面。  

中年を過ぎで，船長職を継続する土で，劣え  

が気にをる特質。  

24名の回答を得た。   
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】． a調査   

船長の社会的地位ヤ職業観，技術革新下匿お  

ける船長あるいは管理者としての，地位と職務  

に関する意識や評価を明らかにする目的で，船  

長洛会の会員である大型船船長を対象に，アン  

ケ→ト調査が実施された。   

調査票は，a・b二稗用意された。このうち  

a調査票は，職業意識ヤ職業経歴に関する総合  

的な調査を意図し，つぎのサづ項目から構成さ  

れた。  

基本項目  

ライフ■ サイクルと職業観．生活観に関する   

調査  

技術革新との関連匠かける意識調査  

管矧者意識に関する調査  

リー一夕■ シ、ソづの自己診断テスト  

調査票は，昭和45年1月，海運会社に所属  

する船長のみに限って，約700∠缶に郵送され，  

340名の回答を待た。この回答を，学歴，卒  

年次，企業規模の属牲別匠分勤集詔したが，回  

お 職業における船長の位置づけと資格   

j．職業の社会的評価と船長の位置  

a 社会的評価匠もとづく職業分類   

職業に対する社会心粋学的アブロチとして，  

職業の社会的評価occupationalprestigeとそ  

れ匠もとづく格付rallkillgを行在って，社会の  

階層構造を解明しようとする試みがある。  

1947年アメリカの世論調査センタ・－・が試   

みた例匿ならって，わが国では日本社会学会が  

昭和2 7年とう0年匿試みた。ここではこれを   

さら匠発展させた酋平重吉の研究事例を簡単に  

紹介する。  

この調査は，昭和39年，東京都の有棒者  

1，000人を対象として，98の職業カドな   

答数の．上から，卒年次別も企業規模別もそれぞ   

れ3区分匿とどめた。  
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